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　「
東
ア
ジ
ア
結
合
企
業
法
制
の

現
代
的
諸
問
題
」
と
題
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買

収
）
法
制
に
関
す
る
最
新
状
況
、

運
用
・
解
釈
上
の
諸
問
題
を
議
論

し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
の

２
日
間
と
な
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、
３
大
学

と
そ
の
他
の
研
究
者
17
人
か
ら
東

ア
ジ
ア
結
合
企
業
法
制
に
関
す
る

論
文
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を

ま
と
め
た
冊
子
は
、
今
後
の
議
論

に
役
立
つ
研
究
成
果
と
自
負
し
て

い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
共
通
法
と
し
て
着
手

し
や
す
い
の
は
、
Ｍ
＆
Ａ
法
制
、

結
合
企
業
法
制
だ
。
他
の
法
律
領

域
と
は
異
な
り
、
企
業
法
の
分
野

で
は
世
界
的
な
企
業
展
開
と
こ
れ

を
支
え
る
た
め
の
各
国
の
ル
ー
ル

も
世
界
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｍ
＆
Ａ
法
制
に
つ
い
て
は
世
界

的
な
一
定
の
傾
向
や
制
度
の
コ
ン

バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（
融
合
）
が
生
じ

る
と
早
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
。

制
度
的
条
件
の
共
通
性
が
高
い
と

い
わ
れ
る
日
本
と
韓
国
、
そ
し
て

中
国
に
お
い
て
も
、
同
一
ま
た
は

類
似
の
制
度
の
採
用
が
予
想
以
上

に
進
展
し
て
お
り
、
こ
の
指
摘
の

裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
韓
国
に
お
い
て
は
、
11
年
の
商

法
大
改
正
、
会
社
規
定
の
大
改
正

に
伴
い
日
米
と
共
通
す
る
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
の
運
用・解
釈
で
は
、

　
今
回
３
カ
国
の
代
表
的
な
法
学

者
を
中
心
に
歴
史
、
文
化
な
ど
を

含
む
広
範
な
分
野
で
総
合
的
、
理

論
的
議
論
を
重
ね
た
。
最
も
大
き

な
成
果
は
、
東
ア
ジ
ア
共
通
法
と

い
う
新
し
い
概
念
を
実
現
す
る
た

め
の
基
盤
研
究
、
理
論
的
な
研
究

を
行
っ
た
こ
と
だ
。

　
こ
う
い
っ
た
研
究
が
生
か
さ
れ

そ
う
な
動
き
が
あ
る
。
地
域
一
体

化
が
進
む
中
で
、
政
治
・
経
済
・

社
会
の
統
合
を
目
指
す
地
域
連
合

と
し
て
の
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

の
構
想
だ
。
共
同
体
実
現
の
た
め

に
は
、
法
的
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

様
々
な
課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
さ
に
東
ア
ジ
ア
共

通
法
基
盤
形
成
の
議
論
は
、
共
同

体
実
現
に
向
け
た
法
的
研
究
の
第

一
歩
と
い
え
る
の
だ
。

　
ま
た
11
年
８
月
、
中
国
人
民
大

学
で
は
「
中
国
人
民
大
学
ア
ジ
ア

太
平
洋
法
学
研
究
院
」
と
い
う
独

立
し
た
法
学
研
究
院
の
設
置
が
認

可
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
を
含
む
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
法
律
制
度
に

習
熟
し
た
人
材
を
育
成
し
、
法
律

市
場
に
供
給
す
る
重
要
な
基
盤
が

整
っ
た
。
中
国
政
府
か
ら
も
高
い

評
価
と
資
金
面
の
支
援
も
得
て
い

る
。

　
今
後
は
東
ア
ジ
ア
共
通
法
の
理

論
を
深
め
、
そ
の
理
念
が
広
く
人

び
と
に
共
感
を
得
ら
れ
る
た
め
の

努
力
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
に
は

将
来
に
わ
た
る
東
ア
ジ
ア
の
安
定

と
次
代
を
担
う
若
い
人
材
の
育
成

が
重
要
だ
。
共
同
学
位
、
大
学
院

生
の
共
同
指
導
な
ど
、
教
育
面
で

の
協
力
体
制
を
整
備
し
た
い
。

　
そ
の
他
ア
ジ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
、
ア
ジ
ア
法
学
院
と
い
っ
た
機

関
の
創
設
も
提
案
す
る
。
本
学
で

は
10
年
前
か
ら
ア
ジ
ア
法
学
部
長

会
議
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
会
議
の
定
期
開
催
と
、
ア
ジ

ア
の
法
学
部
長
協
会
と
い
っ
た
組

織
づ
く
り
を
共
に
検
討
し
た
い
。

　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
治
、
人

権
の
保
障
な
ど
、
私
た
ち
の
幸
せ

な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
３

大
学
は
共
同
で
努
力
を
続
け
て
い

く
。

　
釜
山
大
学
校
は
07
年
に
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
の
認
可
申
請
の
準
備
を
行

い
、
そ
の
後
09
年
に
第
１
期
の
学

生
を
迎
え
た
。
本
学
の
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
の
発
展
と
本
事
業
の
５
年
の

歩
み
は
一
致
し
て
い
る
。

　
10
年
に
本
学
で
開
催
し
た
「
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
法
の
現
代
化

と
共
通
法
の
基
盤
形
成
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

民
法
に
お
け
る
共
通
の
法
の
実
現

の
可
能
性
を
模
索
し
た
。
こ
の
議

論
を
た
た
き
台
と
し
、
現
在
進
行

中
の
韓
国
、
日
本
の
民
法
の
改
正

作
業
、
中
国
の
民
法
制
定
や
補
完

作
業
な
ど
に
つ
い
て
共
同
研
究
を

継
続
す
る
考
え
だ
。
民
法
の
中
で

債
権
法
や
契
約
法
に
お
け
る
共
通

の
法
の
実
現
は
、
刑
法
や
知
的
財

産
法
な
ど
の
他
の
法
律
の
領
域
よ

り
も
可
能
性
が
高
い
。

　
一
橋
大
学
の
松
本
先
生
が
提
唱

し
た
「
相
互
参
照
に
よ
る
共
通
法

の
基
盤
形
成
」と
い
う
考
え
方
は
、

今
回
参
加
し
た
３
カ
国
の
研
究
者

か
ら
賛
同
を
得
て
い
る
た
め
、
さ

ら
に
交
流
を
活
発
化
し
議
論
を
一

層
深
め
た
い
。特
に
民
法
の
制
定・

改
正
に
は
、
３
カ
国
の
立
法
成
果

の
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
よ
い
法

を
探
求
し
て
い
く
こ
と
が
、
東
ア

ジ
ア
共
通
法
の
基
盤
形
成
に
つ
な

が
る
は
ず
だ
。

　
今
後
は
一
橋
大
学
に
集
中
し
て

い
る
研
究
拠
点
を
本
学
や
中
国
人

民
大
学
に
拡
大
し
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
財
政
的
、
制
度
的
支
援
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
相

互
交
流
が
可
能
な
共
通
科
目
を
開

設
し
て
、
学
生
た
ち
が
短
期
間
に

相
互
の
大
学
で
集
中
講
義
を
受
講

で
き
る
よ
う
な
学
生
交
流
の
可
能

性
を
検
討
し
た
い
。

　
５
年
間
の
事
業
は
い
っ
た
ん
区

切
り
を
迎
え
る
が
、
東
ア
ジ
ア
共

通
法
の
研
究
と
人
材
育
成
の
た
め

の
３
大
学
の
協
力
体
制
に
変
わ
り

は
な
い
。

　
本
事
業
の
成
果
の
１
つ
が
、
一

橋
大
学
に
新
設
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
で
は
先
端
的
な
東
ア
ジ
ア
研

究
を
支
援
・
推
進
し
、
そ
の
成
果

を
世
界
に
発
信
す
る
拠
点
と
な

る
。

　
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
共
通
法
と
い

う
壮
大
な
構
想
に
向
け
た
基
盤
形

成
は
可
能
と
い
う
結
論
に
達
し
た

こ
と
も
成
果
と
い
え
る
。

　
３
大
学
の
院
長
会
談
で
は
本
事

業
の
第
２
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と

を
確
認
し
た
。
第
２
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
本
学
は
来
年
度
、
日
本
学
術

振
興
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
コ
ア
・
ツ
ー
・
コ
ア
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
応
募
し
、
先
端
研
究
拠

点
事
業
を
担
う
予
定
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
、
日
中
韓

の
各
国
の
法
制
度
の
基
本
理
念
に

は
共
通
性
が
あ
る
こ
と
、
経
済
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
取
引
の

世
界
標
準
や
国
際
条
約
な
ど
、
世

界
共
通
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
い

る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
と
は
い
え
、
現
段
階
で
は
東
ア

ジ
ア
共
通
法
の
明
確
な
姿
が
見
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
互
い

に
各
国
の
現
状
と
問
題
点
を
理
解

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
が
よ
り
よ
い
法
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
、
共
通
法
の
基
盤
形
成

の
実
現
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
に
な

る
。

　
様
々
な
議
論
の
中
で
研
究
者
の

絆
が
築
か
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成

果
だ
。
今
後
は
学
生
交
流
が
重
要

で
、
両
大
学
よ
り
新
た
に
具
体
的

な
提
案
を
受
け
た
。
３
大
学
の
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
間
で
短
期
集
中
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
た
学
生
交

流
だ
。

　
日
本
の
現
状
で
は
、
新
司
法
試

験
合
格
が
当
面
の
目
標
で
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
修

了
後
合
格
発
表
ま
で
か
な
り
の
期

間
が
あ
る
。
将
来
活
躍
す
る
法
律

家
の
卵
が
、
両
大
学
で
短
期
集
中

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
意
義
は

大
き
い
。

似
し
て
い
る
。
家
族
、
相
続
法
に

お
い
て
２
つ
の
国
は
戸
籍
制
度
を

前
提
に
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
例

え
ば
国
際
結
婚
の
場
合
に
適
用
さ

れ
る
準
拠
法
の
決
定
は
国
籍
が
重

要
な
意
味
を
持
つ
。
一
方
、
輸
出

立
国
で
あ
る
中
国
に
お
い
て
契
約

に
関
す
る
準
拠
法
は
日
本
、
韓
国

と
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
家
族
や

相
続
に
つ
い
て
は
中
国
の
国
際
私

法
で
国
籍
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は

な
く
、
住
所
が
第
一
次
的
な
準
拠

法
の
決
定
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
研
究
会
で
は
、
３
国
の

類
似
点
、
相
違
点
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
論
文
だ
け
で
得
ら
れ
た
知

見
と
比
較
す
れ
ば
10
年
分
に
匹
敵

す
る
く
ら
い
の
成
果
だ
。
こ
の
よ

う
な
研
究
会
を
１
年
に
１
回
の
ペ

ー
ス
で
開
催
す
れ
ば
、
相
互
の
類

似
点
、
相
違
点
を
認
識
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
相
違
か
ら
生
ず
る
不

都
合
を
解
消
す
る
方
法
も
見
つ
か

る
は
ず
で
、
さ
ら
な
る
交
流
を
深

め
た
い
。

国
際
私
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

が
、
今
回
、
研
究
会
を
開
催
す
る

大
き
な
動
機
と
な
っ
た
。

　
研
究
会
で
は
①
３
国
の
国
際
私

法
を
正
確
に
理
解
②
類
似
点
、
同

一
点
、
相
違
点
を
認
識
③
相
違
か

ら
生
ず
る
不
都
合
の
解
消
法
を
明

ら
か
に
す
る
―
―
の
３
点
を
目
標

に
掲
げ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
日

本
と
中
国
は
裁
判
所
の
民
事
判
決

を
相
互
承
認・執
行
し
て
お
ら
ず
、

こ
こ
か
ら
生
じ
る
不
都
合
を
解
決

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
私
法
、
特

に
ド
イ
ツ
の
影
響
を
色
濃
く
受
け

た
韓
国
と
日
本
の
国
際
私
法
は
類

わ
ば
「
青
い
鳥
」
の
よ
う
な
も
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
選
択
し
た
道
が

正
し
い
か
ど
う
か
判
断
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
今
後
は
共
通
法
の
基
盤
形
成
の

た
め
の
研
究
活
動
を
行
い
、
論
文

や
政
策
提
言
と
い
う
形
で
実
現
に

向
け
て
貢
献
し
た
い
。

政
策
理
念
、
企
業
に
関
す
る
法
制

度
上
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
、
力
点
な
ど
が
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　
私
た
ち
が
同
じ
方
向
を
目
指
し

て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、
実
は
か

な
り
異
な
る
道
を
歩
ん
で
い
る
。

東
ア
ジ
ア
共
通
法
の
実
現
は
、
い

　
国
際
法
部
門
で
は
、
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
国
際
私
法
と
い
う
テ
ー

マ
で
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。

韓
国
で
は
01
年
、
中
国
で
は
11
年

に
国
際
私
法
が
施
行
さ
れ
、
日
本

で
は
06
年
に
大
き
な
国
際
私
法
の

改
正
が
あ
っ
た
。
３
国
の
新
た
な

　
今
回
の
テ
ー
マ
に
「
統
一
法
」

で
は
な
く
「
共
通
法
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
の
は
、
同
じ
文
言
の

法
律
が
同
じ
よ
う
に
適
用
さ
れ
な

く
て
も
、
共
通
の
価
値
観
に
基
づ

い
て
い
れ
ば
同
じ
方
向
に
向
か
っ

て
い
け
る
は
ず
と
い
う
考
え
か
ら

だ
。
こ
れ
を
実
現
す
る
手
法
と
し

て
私
が
提
唱
し
た
の
が
「
相
互
参

照
に
よ
る
共
通
法
の
基
盤
形
成
」

で
あ
る
。
法
律
は
互
い
に
参
照
し

な
が
ら
英
知
を
結
集
す
る
こ
と
で

案
外
発
展
す
る
も
の
だ
。

　
今
回
、
共
通
法
の
基
盤
形
成
に

向
け
た
可
能
性
を
議
論
し
た
わ
け

だ
が
、
そ
の
実
現
は
可
能
で
様
々

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
３
大
学
の

研
究
教
育
面
で
の
連
携
強
化
、
体

制
づ
く
り
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
と
自
負
し
て
い
る
。

　
特
に
共
通
法
の
形
成
を
担
う
人

材
育
成
で
は
研
究
者
だ
け
で
は
な

く
、
法
曹
、
企
業
や
自
治
体
の
法

務
担
当
者
な
ど
も
含
め
る
べ
き
。

若
手
研
究
者
は
、
欧
米
法
を
研
究

す
る
中
で
東
ア
ジ
ア
法
と
い
う

「
複
眼
的
な
思
考
」
を
持
つ
こ
と

が
重
要
だ
。

実
現
への
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
様
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主催：一橋大学　http://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/project/forum.html
お問い合わせ先：一橋大学政策フォーラム　TEL 042-580-8053
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　2007 年から一橋大学、中国人民大学、釜山大学校の３大学は、独立行政法人日本学術振興会の支援を受け、アジア
研究教育拠点事業に取り組んできた。「東アジア共通法の基盤形成」の実現に向けた共同研究だ。昨年 12月、この５年間
の研究成果を発表する「一橋大学政策フォーラム」を開催。「東アジアにおける法の継受と創造〜東アジア共通法の基盤形
成に向けて〜」をテーマに活発な議論が交わされた。ここでは全体総括会合の一部を紹介する。

X部門ごとのまとめX

X3 大学法学部の５年間の総括と今後の取り組みX
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教
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協
力
体
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で
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一
橋
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学
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と
ア
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世
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中
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と
し
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日本学術振興会アジア研究教育拠点事業（07年度〜11年度）　
　全体総括会合

2011年度一橋大学政策フォーラム
東アジアにおける
法の継受と創造

〜東アジア共通法の基盤形成に向けて〜

※次回の一橋大学政策フォーラム開催は2月15日（水）を予定しております。


